
昭
和
“
年
度
官
城
朝
陽
会

新
年
会
報
告

日
時
　
昭
和
五
六
年

一
月

一
六
日

（
金
）

午
後
六
時
２
八
時

会
場
　
仙
台
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
八
階
宴
会
場

（仙
台
駅
前
青
葉
通
り
）

出
席
者

（敬
称
略
）
泉
志
良
（
８
）、
小
島
浩
（
１２
）

本
問
正
樹
（
１３
）、
山
口
格
（
１５
）、
上
野
昭
夫
（
１９
）、

後
藤
享
（
１９
）、
菊
地
章
（
２０
）、
佐
藤
敦
久
（
２０
）
、
岩

井
鉄
也
（
Ｓ
４
）
、
細
川
明
夫
（
ｓ
４
）
、
平

川

直

弘

（
Ｓ
６
）、
武
田
幸
雄
（
Ｓ
ｌＯ
）、
河
野
秀
昭
（
Ｓ
ｌ８
）
、

松
本
良
夫
（
Ｓ
ｌ８
）
、
高
橋
裕
之
（
Ｓ
２４
）、
以
下
学
生

村
上
広
治
（
Ｓ
２８
）
、
清
水
寛
（
Ｓ
２９
）、
笠

井

惟

文

（
Ｓ
２９
）
、
博
林
茂
夫
（
Ｓ
２９
）
、
永
井
明
彦
（
Ｓ
２９
）、

西
川
雅
明
（
Ｓ
３０
）

経
過
　
細
川
世
話
役
司
会
の
も
と
、
始
め
に
芳
賀

会
長
欠
席
の
た
め
小
島
副
会
長
挨
拶
、
泉
先
輩
の
乾

杯
の
音
頭
で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
臓
鷹
者
２‐
名
順

に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
自
己
紹
介
、
そ
の
後
細
川
氏

よ
り
山
口
格
教
授
昨
秋
東
北
大
学
工
学
部
長
に
就
任

さ
れ
た
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
、
栄ヽ
進
を
賞
讚
、
飲
む

程
に
酔
う
程
に
六
中

。
新
宿
高
時
代
の
懐
古
談
に
花

を
咲
か
せ
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
歓
談
、
八
時
過
ぎ

全
員
で
六
中
健
児
の
歌
を
合
唱
、
来
年
ま
た
会
う
日

を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

会
長

・
芳
賀
健

一
郎
氏
，
副
会
長

・
小
島
浩
氏
、

世
話
役

一
細
川
明
夫
氏
、
武
田
幸
雄
氏
、
博
林
茂
大

君
、
西
川
雅
昭
君
、
事
務
局

・
本
間
正
樹
を
選
任
、

来
年
も

一
月
中
旬
に
新
年
会
を
催
す
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
お
願
い
　
宮
城
県
に
在
住
の
方
、
こ
れ
か
ら
官
城

県
に
転
住
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
場
合
に
は
事
務
局
ま
で

ご
住
所
、
勤

‐
務
先
等
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
来
年
度

の
新
年
会
に
は
ご
通
知
致
し
ま
す
の
で
、
建
非
ご
出

席
下
さ
い
。

事
務
局
　
仙
台
市
上
杉

一
丁
目
九
の
二
五
　
機
セ

ン
ト
内
、
本
間
正
樹
　
電
話

（
〇
三
二
二
）
六

一
―

六
六
八

一　
内
線
五
五
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